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書

評

渡
邉
卓
著

『「
日
本
書
紀
」
受
容
史
研
究

―
国
学
に
お
け
る
方
法
―
』松

本
　

丘

　

編
述
以
来
千
三
百
に
垂
ん
と
す
る
『
日
本
書
紀
』
は
、
我
が
国
に

て
最
も
長
く
読
ま
れ
続
け
て
き
た
典
籍
と
い
つ
て
よ
い
で
あ
ら
う
。

従
つ
て
、『
日
本
書
紀
』
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の
研
究
に
は
、
当
然

な
が
ら
厖
大
な
蓄
積
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
が
、『
日
本
書
紀
』
が
如

何
に
読
ま
れ
て
き
た
の
か
と
い
ふ
こ
と
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ほ
ど
解

明
が
進
ん
で
ゐ
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
さ
う
し
た
中
、
昭
和
五

十
四
年
生
ま
れ
の
若
き
研
究
者
渡
邉
卓
氏
が
、
国
学
院
大
学
へ
提
出

し
た
博
士
学
位
論
文
に
、
加
筆
し
て
上
梓
せ
ら
れ
た
の
が
本
書
で
あ

る
。
評
者
は
神
道
学
を
専
門
と
す
る
者
で
あ
る
の
で
、
不
適
任
と
は

思
ふ
が
、
紹
介
を
兼
ね
て
若
干
の
感
懐
を
述
べ
て
み
た
い
。

　

さ
て
、
本
書
に
て
は
「
国
学
」
を
、「
近
世
に
お
い
て
規
定
さ
れ

た
思
想
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
含
む
も
の
で
は
な
く
、
中
華
文
明
に
対

し
て
自
国
を
意
識
し
た
学
問
」（
序
論
）
で
あ
る
と
し
、
ま
た
、「『
日

本
書
紀
』
本
文
に
含
ま
れ
る
和
語
と
漢
語
の
交
渉
か
ら
、『
日
本
書

紀
』
研
究
は
展
開
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
和
語
交
渉
の
歴
史
を
国
学

と
し
て
考
え
れ
ば
、
時
代
は
限
定
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
ま

た
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
も
な
い
。『
日
本
書
紀
』
と
い
う
例
に
よ
っ
て

述
べ
る
な
ら
ば
、『
日
本
書
紀
』
に
描
か
れ
る
世
界
を
知
る
こ
と

が
「
国
学
」
と
し
て
の
営
み
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
知
る
方

法
と
し
て
文
献
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
か
を
考
え
る
の
も
ま
た

「
国
学
」
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
」（
結
論
）
と
も
述
べ
ら
れ
て
ゐ
て
、

「
国
学
」
を
文
献
学
と
捉
へ
る
立
場
か
ら
、『
日
本
書
紀
』
を
読
み
解

く
上
に
て
、
国
学
や
国
学
者
の
業
績
を
再
検
討
し
、『
日
本
書
紀
』

研
究
史
の
再
構
築
を
試
み
て
ゐ
る
。（
余
計
な
こ
と
だ
が
、
書
名
に
「
受

容
史
研
究
」
と
あ
る
の
は
、
国
書
た
る
『
紀
』
に
は
そ
ぐ
は
な
い
気
が
せ
ぬ

で
も
な
い
。）

　

そ
の
構
成
は
、「
近
世
国
学
ま
で
の
『
日
本
書
紀
』
研
究
史
」「
荷

田
春
満
の
『
日
本
書
紀
』
研
究
」「
近
代
に
お
け
る
『
日
本
書
紀
』

研
究
」
の
三
章
と
、
序
論
・
結
論
と
な
つ
て
ゐ
る
。

　

ま
づ
第
一
章
よ
り
見
る
と
、
第
一
節
「
上
代
文
献
の
訓
読
と
『
日

本
書
紀
』
研
究
」
で
は
、
訓
読
を
必
要
と
し
た
『
紀
』
を
、
和
語
を

漢
語
に
て
表
記
し
た
も
の
と
位
置
付
け
、
朝
廷
に
於
け
る
講
筵
等
を

通
し
て
、『
紀
』
訓
読
に
は
、
日
本
を
知
ら
う
と
す
る
「
対
内
性
」

が
存
し
、
こ
こ
に
国
学
的
意
識
の
発
生
と
、
近
世
へ
の
連
続
性
を
見



書　　評（松本）469

て
ゐ
る
。

　

第
二
節
「
注
釈
史
か
ら
み
た
「
日
本
書
紀
抄
」
の
成
立
」
で
は
、

「
私
記
」
か
ら
『
釈
日
本
紀
』『
日
本
書
紀
纂
疏
』、
そ
し
て
「
日
本

書
紀
抄
」
に
至
る
注
釈
史
を
辿
り
、「
抄
」
に
は
卜
部
家
学
と
共
に
、

五
山
文
学
を
介
し
た
漢
土
の
注
釈
法
の
影
響
も
あ
る
と
す
る
。
そ
し

て
、
こ
の
「
抄
物
」
の
様
式
が
近
世
の
注
釈
法
を
導
い
た
と
論
ず
る
。

　

第
三
節
「「
日
本
書
紀
抄
」
に
み
る
注
釈
の
継
承
と
展
開
」
は
、

吉
田
家
に
お
け
る
「
日
本
書
紀
抄
」
諸
本
の
う
ち
、「
兼
倶
抄
」
と
、

清
原
宣
賢
に
よ
る
「
先
抄
本
」
及
び
「
後
抄
本
」
と
に
焦
点
を
当
て
、

そ
の
発
生
と
展
開
と
を
明
ら
か
に
し
、
特
に
「
後
抄
本
」
に
は
、
聞

書
か
ら
文
献
注
釈
へ
の
転
換
、
家
学
の
知
的
財
産
と
し
て
の
伝
授
方

法
に
変
化
が
見
ら
れ
る
と
説
く
。

　

こ
の
第
一
章
で
は
、
古
代
か
ら
中
世
に
至
る
ま
で
連
綿
と
受
け
継

が
れ
て
来
た
『
紀
』
研
究
の
系
譜
が
詳
細
に
考
察
さ
れ
て
を
り
、
近

世
の
学
問
を
明
ら
か
に
す
る
上
に
て
、
中
世
以
前
の
研
究
が
如
何
に

大
き
な
比
重
を
占
め
て
ゐ
る
の
か
を
痛
感
せ
し
め
ら
れ
た
。
た
だ
、

各
文
献
か
ら
の
引
用
が
少
な
い
や
う
に
感
ぜ
ら
れ
、
影
響
関
係
等
の

考
察
に
は
、
も
う
少
し
具
体
例
を
挙
げ
て
あ
る
と
さ
ら
に
説
得
力
が

増
し
た
も
の
と
思
は
れ
る
。

　

次
に
、
第
二
章
は
春
満
の
書
紀
研
究
を
扱
ひ
、
第
一
節
「
荷
田
春

満
の
『
日
本
書
紀
』
研
究
と
卜
部
家
」
で
は
、『
旧
事
紀
』
論
・「
一

書
」
論
・「
凡
三
神
」
論
・
訓
読
法
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
卜
部

家
説
と
春
満
説
と
の
比
較
を
行
ひ
、
春
満
に
於
け
る
卜
部
説
の
影
響

と
、
彼
の
姿
勢
が
文
献
解
釈
に
基
づ
く
実
証
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
て
ゐ
る
。

　

第
二
節
「
青
年
期
に
お
け
る
荷
田
春
満
の
『
日
本
書
紀
』
研
究
―

東
丸
神
社
蔵
『
神
代
聞
書
』
翻
刻
を
通
じ
て
―
」
で
は
、
著
者
も
参

加
し
た
東
羽
倉
家
の
調
査
に
よ
つ
て
再
発
見
せ
ら
れ
た
『
神
代
聞

書
』
が
翻
刻
さ
れ
、
春
満
青
年
期
の
学
説
に
奥
村
仲
之
『
神
代
巻
講

習
次
第
抄
』
の
影
響
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
、
そ
の
後
の
春
満
の
学
説

の
変
化
は
、
伝
授
に
よ
る
も
の
か
ら
、
注
釈
や
門
人
へ
の
講
義
に
移

行
す
る
研
究
態
度
の
転
換
と
揆
を
一
に
し
て
ゐ
る
と
す
る
。

　

第
三
節
「
荷
田
春
満
の
「
仮
名
日
本
紀
」」
に
て
は
、
春
満
の
関

は
つ
た
「
仮
名
日
本
紀
」
の
う
ち
、
彼
の
説
と
認
め
ら
れ
る
も
の
に

つ
い
て
考
察
し
、『
紀
』
を
「
や
ま
と
こ
と
ば
」
と
し
て
捉
へ
る
春

満
の
態
度
、
清
濁
の
区
別
に
意
を
用
ゐ
る
等
、
彼
の
『
紀
』
訓
読
の

特
徴
を
指
摘
し
、
研
究
史
上
の
価
値
を
強
調
し
て
ゐ
る
。

　

第
四
節
「
荷
田
春
満
自
筆
「
漢
字
仮
名
交
じ
り
本
」
の
位
置
づ

け
」
は
、
春
満
自
筆
に
係
る
「
漢
字
仮
名
交
じ
り
本
」
の
「
仮
名
日

本
紀
」
を
、
諸
本
と
の
比
較
を
通
し
て
三
手
文
庫
本
と
の
関
連
が
深

い
と
し
、『
紀
』
訓
読
文
と
し
て
の
「
仮
名
日
本
紀
」
を
、
訓
読
史

の
中
に
位
置
付
け
る
必
要
性
を
述
べ
る
。

　

第
五
節
「
荷
田
春
満
と
賀
茂
真
淵
の
『
日
本
書
紀
』
研
究
―
訓
読

研
究
を
中
心
に
―
」
で
は
、
春
満
の
「
仮
名
日
本
紀
」
と
賀
茂
真
淵
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の
『
日
本
紀
訓
考
』
と
の
比
較
考
察
か
ら
、
両
者
の
訓
読
方
法
の
相

違
点
・
共
通
点
を
指
摘
し
、
特
に
『
古
事
記
』
の
訓
み
を
利
用
す
る

真
淵
の
訓
法
に
そ
の
時
代
性
を
見
て
ゐ
る
。　
　

　

最
新
の
調
査
に
基
い
た
本
章
は
、
松
本
久
史
氏
『
荷
田
春
満
の
国

学
と
神
道
史
』（
弘
文
堂
、
平
成
十
七
年
）、
城
﨑
陽
子
氏
『
近
世
国
学

と
万
葉
集
研
究
』（
お
う
ふ
う
、
平
成
二
十
一
年
）
と
共
に
、
新
し
い

春
満
像
を
呈
示
し
た
注
目
す
べ
き
成
果
と
い
つ
て
よ
く
、
特
に
春
満

の
学
問
が
変
遷
深
化
し
て
ゆ
く
状
が
生
き
生
き
と
描
き
出
さ
れ
て
を

り
、
近
世
国
学
の
草
創
を
考
へ
る
上
に
て
、
貴
重
の
材
料
が
提
供
さ

れ
て
ゐ
る
。
但
し
本
章
で
は
、
春
満
の
所
説
が
『
釈
日
本
紀
』
を
参

照
し
て
ゐ
る
こ
と
を
以
て
、
卜
部
説
流
入
の
根
拠
と
さ
れ
て
ゐ
る
が
、

『
釈
紀
』
は
当
時
既
に
刊
行
を
見
て
を
り
、
伊
勢
の
度
会
延
佳
で
す

ら
自
ら
の
講
義
に
て
『
釈
紀
』
を
引
用
し
て
ゐ
る
。
さ
ら
に
寛
文
四

年
に
版
と
な
つ
た
『
神
代
合
解
』
が
手
許
に
あ
れ
ば
、
兼
倶
・
宣

賢
・
口
訣
・
纂
疏
の
各
説
を
通
覧
で
き
る
と
い
ふ
当
時
の
状
況
に
あ

つ
て
、
春
満
へ
の
卜
部
説
の
影
響
を
如
何
に
評
価
す
る
か
は
さ
ら
な

る
検
討
を
要
す
る
で
あ
ら
う
。

　

第
三
章
「
近
代
に
お
け
る
『
日
本
書
紀
』
研
究
」
で
は
、
こ
れ
ま

で
あ
ま
り
取
り
挙
げ
ら
れ
て
ゐ
な
か
つ
た
武
田
祐
吉
と
折
口
信
夫
の

『
紀
』
研
究
に
注
目
し
、
第
一
節
の
「
武
田
祐
吉
の
『
日
本
書
紀
』

研
究
―
新
出
資
料
と
著
作
を
通
し
て
―
」
で
は
、
武
田
に
関
す
る
新

出
資
料
よ
り
、
そ
の
学
問
形
成
の
過
程
を
辿
り
、
武
田
の
『
紀
』
関

連
の
著
作
か
ら
彼
の
研
究
姿
勢
を
も
明
ら
か
に
し
、
時
制
を
重
ん
ず

る
訓
読
法
は
本
居
宣
長
の
『
古
事
記
』
訓
読
に
も
通
ず
る
国
学
的
方

法
を
踏
ま
へ
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
。

　

第
二
節
「
折
口
信
夫
の
「
日
本
紀
の
会
」
と
『
日
本
書
紀
』
研

究
」
は
、
折
口
が
主
催
し
た
「
日
本
紀
の
会
」
に
於
け
る
講
義
の
内

容
か
ら
、「
直
感
」
に
よ
る
『
紀
』
本
文
の
校
訂
、
か
の
「
ま
れ
び

と
」
論
に
基
づ
く
訓
読
等
の
独
自
性
は
、
文
献
の
表
面
的
現
象
に
捉

は
れ
な
い
新
た
な
視
点
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
も
の
と
説
く
。

　

本
章
で
は
、
近
代
に
疎
い
評
者
に
と
つ
て
は
新
鮮
な
発
見
が
多
く
、

「
国
学
」
の
流
れ
が
近
代
に
も
脈
々
と
息
づ
い
て
ゐ
る
こ
と
に
改
め

て
思
ひ
を
致
し
た
こ
と
で
あ
つ
た
。

　

以
上
の
如
く
、
古
代
か
ら
近
代
に
至
る
広
い
視
点
か
ら
炙
り
出
さ

れ
た
本
書
の
「
国
学
」
像
は
、『
日
本
書
紀
』
研
究
史
に
、
新
生
面

を
開
い
た
も
の
と
い
ふ
こ
と
が
で
き
よ
う
。
特
に
、
東
羽
倉
家
資
料

や
武
田
祐
吉
博
士
関
係
資
料
と
い
つ
た
最
新
の
調
査
を
活
用
し
て
の

考
察
は
、
今
後
の
研
究
の
基
礎
と
な
る
で
あ
ら
う
。

　

そ
し
て
、
近
世
神
道
史
を
専
門
と
す
る
評
者
の
関
心
か
ら
い
ふ
と
、

本
書
で
は
荷
田
春
満
の
『
紀
』
研
究
が
主
で
あ
つ
た
の
で
、
今
後
著

者
に
は
さ
ら
に
『
日
本
書
紀
伝
』
や
『
日
本
書
紀
通
釈
』
に
至
る
他

の
国
学
者
、
或
い
は
谷
川
士
清
や
河
村
秀
根
を
始
め
と
す
る
他
派
の

学
者
に
も
対
象
を
広
げ
、
よ
り
精
緻
な
『
日
本
書
紀
』
研
究
史
の
構

築
に
邁
進
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
期
待
し
つ
つ
、
拙
文
の
筆
を
擱
く
こ
と
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と
す
る
。

　

･（
笠
間
書
院
、
平
成
二
十
四
年
二
月
、
Ａ
（
判
、
二
八
二
頁
、
本

体
五
五
〇
〇
円
）

（
皇
學
館
大
学
文
学
部
准
教
授
）

宮
本
誉
士
著

『
御
歌
所
と
国
学
者
』

上

西
　

亘

　

本
書
は
新
進
気
鋭
の
近
代
神
道
思
想
史
研
究
者
で
あ
る
著
者
が
、

平
成
二
十
一
年
提
出
の
博
士
論
文
「
神
道
系
御
歌
所
歌
人
の
基
礎
的

研
究
」
に
大
幅
な
加
筆
調
整
を
し
、
内
容
の
増
補
と
書
き
下
ろ
し
の

五
章
の
論
考
を
加
え
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

本
書
の
題
名
の
一
部
に
も
な
っ
て
い
る
「
御
歌
所
」
と
い
う
タ
ー

ム
自
体
、
戦
前
の
業
績
で
あ
る
恒
川
平
一
『
御
歌
所
の
研
究
』
や
、

小
泉
苳
三
『
近
代
短
歌
史　

明
治
篇
』
を
始
め
と
し
て
先
行
研
究
は

殊
の
外
尠
く
、
未
開
拓
の
分
野
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
御
歌
所
に
関
わ
る
事
柄
と
し
て
近
代
和
歌
に
お
け
る
歌
人

の
位
置
づ
け
と
両
者
の
や
り
と
り
が
思
い
出
さ
れ
よ
う
。
評
者
の
ご

と
く
当
該
分
野
に
闇
い
一
般
的
な
人
々
の
理
解
で
は
、「
旧
派
」
が

明
治
三
十
年
を
境
に
し
て
、「
新
派
」
の
興
隆
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
、

以
後
「
新
派
」
が
歌
壇
の
潮
流
を
リ
ー
ド
し
て
い
っ
た
と
い
う
解
説

が
一
般
的
な
「
模
範
解
答
」
と
考
え
が
ち
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

だ
が
、
こ
の
当
時
の
「
旧
派
」
と
「
新
派
」
を
今
一
度
公
平
に
見




